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研究成果の概要（和文）：世界で生産されているジャポニカ米を試食して、日本のコメと味の比較分析をし、さらに、
それを価格的に評価した。その結果、味では日本産米のほうが競争力があるが、出荷価格（FOB価格）は、加州産あき
たこまちでは2015年6月の相場で12.03ドルと計測され、この価格を玄米60㎏に換算すると7,795円（120円/USD）となっ
た。これと競争するためには日本産米は、味における優位性はあるが、玄米60㎏当たり9,086円の輸出価格を目標にす
る必要があろう。

研究成果の概要（英文）：Taste tests were conducted for the japonica rices in the world including 
Japanese, then they were evaluated with market prices based on Japanese rice markets. While the Japanese 
ordinary rice is marketed at 3,000 yen per 10 kg of milled rice, the foreign rice such as Akitakomachi in 
California were evaluated at 2,574 yen, a 14% lower than Japanese rice. California’s Akitakomachi can be 
shipped at $12.03 (FOB at West Coast) if the US rice market becomes completely competitive. Now, the 
Japanese rice can be competitive internationally against the US rice if the Japanese FOB price gets as 
low as 9,086 yen per 60kg of brown rice.

研究分野：国際食料需給政策

キーワード： 世界のジャポニカ米市場　官能食味試験　日本産米　海外生産地　国際競争力　潜在的生産能力　国際
相場　日本食ブーム
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１．研究開始当初の背景 
これまで海外産のジャポニカ米に関する
品質評価は少なく, 伊東ら（1993）による価
格的評価があるが, その後は国内産の官能
試験評価（澤内ら：2007, 岩本・山本：2006
など）は見受けられるものの, いずれも国内
産に限ったものであるとともに, 市場価格
に準じた評価はされていない. 国際的にみ
ても, 海外産の評価手法においては崔ら
（2011）による日本と中国との官能評価の違
いを指摘したものが注目されているが, こ
れも価格的評価には至っていない. また, 
ジャポニカ米を主産・主食としている韓国, 
中国, 台湾などにおいても, そのような研
究は実施されていない. このため, 国内の
生産者や消費者は市場開放の圧力が大きく
なっていることは認識しながらも, 海外産
のコメがどれほどの品質であるかは混沌と
したままの状態である. これでは, 国内の
生産者も対応策が構築できないのが実情で
ある. また, 消費者にとっても, どれほど
海外産に依存すればいいのか, 不安な気持
ちを否めない. 
 こうした研究の遅れを認識しながらも, 
日本水稲品質・食味研究会(事務局：福岡県
農業総合試験場)が 2009年に設立され, 本研
究のメンバーである松江が初代会長となり, 
自然科学の側面から食味向上の分析・研究が
進められている. その一方で, 研究者代表
の伊東及び研究メンバーである加古は社会
科学の側面から世界のコメ, 特にジャポニ
カ米の生産潜在力及び流通の現状について
調査研究を継続している. このような自然
科学のノウハウと応用経済学の側面とを合
体させて, 広まりつつある世界のジャポニ
カ米生産の科学的な評価法を一般市民に分
かりやすい形で構築し, さらに, このデー
タから得られた情報を基に日本が対応すべ
き食料安全保障のための諸政策を模索する
というのが, 今日の世界的なジャポニカ米
生産・流通の広がり, さらに近年の国際穀物
価格高騰とも重なって, 喫緊の社会的ニー
ズとなっている. 
また、海外で生産されたコメがどれくら
い日本食に通用するものか, その指標を提
示することは世界各地の生産現場でも強く
求められている. 
 
２．研究の目的 
ジャポニカ米の生産と消費が国際的に拡
大しつつある中で, 研究が急がれている次
の 4つを課題として掲げる. 
1． ジャポニカ米の官能食味試験を基にした
科学的品質評価および価格的評価システ
ムの構築, 
2． 外国産米の評価を基に, 日本産米の国際
競争力の解明, 
3． 国際化における日本農業の対応策を作物
学,育種学,経営学,流通を含め, 総合
的・学際的な食料の安全保障の側面から

解析、 
以上の研究成果を逐次ホームページ上にお
いて, 英文と日本語で一般消費者にもわか
りやすい内容で発信する.また, セミナーや
シンポジウムを毎年開催し, 研究成果を社
会に公開する. 
 
３．研究の方法 
①世界各地のジャポニカ米生産地に
おける現地調査, 

②現地でのジャポニカ米サンプル収集, 
③専門家パネルによるジャポニカ米
の官能食味試験, 

の 3範疇においてデータベース化し, これら
により得られたデータを元に品質・味の評価,
価格的評価のモデルを構築する. さらに, 
将来のジャポニカ米生産の方向性に関して
は, ジャポニカ米品種改良の現状, 生産拡
大の潜在性, 国際市場の状況, を総合的に
解析し, 日本産米と比較分析することによ
り日本産米の国際的競争力を評価する. 
 
４．研究成果 
I. 米国及び中国産ジャポニカ米の日本
への輸入価格シミュレーション 

米国産及び中国産のジャポニカ米が日本
に輸入された場合のシミュレーションを近
年の相場及び為替レートを使って試みた.ア
ーカンソーの長粒種は 1990 年代初頭までは
カリフォルニアの中粒種と価格差はほとん
どなかった. しかし, 1993 年の日本の稲作
の凶作による 1994 年のコメ輸入, さらに, 
1995 年から始まった WTO の MA（ミニマム・
アクセス）米の輸入が始まってから, カリ
フォルニア産中粒種が常時高い価格で推移
することとなった. これは, 日本の米国産
のコメ輸入ではカリフォルニア産がそのほ
とんどを占めており, その需要が南部の長
粒種に比べ高くなったことを示している.  
 これらの状況を背景に, 精米 10㎏当たり
でシミュレーションした（表 6）. アーカン
ソー産コシヒカリ（ア州産コシ）, カリフ
ォルニア産キャルローズ（加州産キャル）, 
それに加州産あきたこまち（加州産あきた）
を対象に取り上げてみた. そうして, 良質
米とされる中国・黒龍江省産の合江 19 号（黒
産合江 19）をも参考に取り入れた.  
ところで, 米国から出荷される FOB 価格
に到達するまでの価格・コストの構造につい
て触れたい. まず, 現在の米国におけるコ
メ相場を背景にコシヒカリやあきたこまち
などの日本産品種米を米国の農家が生産す
る場合, 少なくとも 1エーカー（40 アール）
当たり「450 ㌦のプレミアム」が必要となる. 
つまり, 米国の稲作農家は日本産品種米は
現地の品種に比べて生産が困難であるため, 
米国の品種を生産して販売した時の売上金
額から 1 エーカーあたり少なくとも「450 ㌦
の追加金」が支払わなければ日本産品種米は
生産しない, という訳である. よって, 米



国における日本産品種米の生産はこうした
状況を基に農家の庭先価格が決まることに
なる.  
 2015 年度の米国の稲作は、加州産米は前年
に続いて水不足の状態が続いており, 例年
の作付面積の3割近い減少となっている. こ
のため, 2015年産の加州産中粒種の予測価格
は籾 100 ポンド（cwt、約 45kg）当たり 20.50
㌦と予測され, また, 米国南部産長粒種は
同10.50㌦とされている. また, 中国産のジ
ャポニカ米の現地の卸売り価格は 2015 年 6
月 21 日の週の相場で, 精米 1kg 当たり 4.91
元である(Zhengzhou, 2015). 
このような状況を下に算出された米国の
稲作農家の庭先価格は, アーカンソー州で
は長粒種がモミ 100ポンド当たり 10.50 ㌦で
あるので、ア産コシは26.01㌦と算出される. 
また, 加州では加州産キャルが 20.50 ドル
で取引されているので、加州産あきたの生産
の場合は44.26㌦となる. これから歩留まり
や種々のコストを加算すると米国産のFOB価
格は精米 10 ㎏(砕米率 3％)の袋詰めで, ア
州産コシが12.35㌦, 加州産キャルが11.43
㌦, 加州産あきたが17.17㌦, 黒産の合江
19 は 11.25 ㌦と算出された.  
  さらに, 海上運搬費にかかわるコスト
を含め, 為替レートを 1 ドル 120 円とする
と, CIF 価格はそれぞれ 1,592 円, 1,459
円, 2,149 円, 1,405 円, と計測される
（表 6 の(6－2)のライン）. さらに, 通関
手数料や倉庫保管料を加えると, 精米 10㎏
当たりの倉庫渡し価格（同（10）のライン）
はそれぞれ 1,689 円, 1,556 円, 2,246 円, 
1,502円となる. この価格を玄米60㎏に換算
すると（同（11）のライン）, 9,120 円, 
8,401 円, 12,127 円, 8,112 円と計測され
る.  

さて、先の倉庫渡し価格から、日本の主要
都市の消費地に運搬販売し小売りマージン
までの必要経費を 1 パック精米 10kg 当たり
600 円とすると、小売価格はそれぞれ、2,289
円、2,156 円、2,846 円、及び 2,102 円とな
る。 
ところで、これらの輸入米はすでに品質評
価されており, 現時点（2015 年 6 月）での
日本のスーパーで販売されている標準的な

コメの相場を 10 ㎏当たり 2,950 円（一般コ
シヒカリ）とすると, これらの輸入米はそ
れぞれ 2,473 円, 1,756 円, 2,407 円, 
2,233 円, と評価されている（同（14）のラ
イン）. そこで、これらの評価価格を先の小
売価格と比較すると、ア州産コシと中国の合
江 19 合はそれぞれ 437 円及び 384 円で評価
価格のほうが高いが、加州産のコメはいずれ
も 234 円及び 272 円低い、マイナスの値とな
る（同（15）のライン）。つまり、加州産米
は日本の消費者が評価する以上に小売り価
格が高くなると言うことになる。 
完全自由化で加州産米の価格プレミアムが
消失した場合を想定 
 ところで, 表 6 は現在の米国における相
場をもとに計測したものであるが, 米国で
のコメ相場は前述のようにジャポニカ米が
インディカ米に比べ約2倍の高い価格で推移
している. これは日本がカリフォルニア米
を大量に輸入していること、水不足で作付け
面積が減少していること、などの影響による
ものと推察される。日本のコメ輸入が始まる
前の 1990 年代初頭までは両価格は拮抗して
いたわけである.  
 もし, 日本が米国からのコメ輸入を加州
産米だけに限定せず、アーカンソー産のジャ
ポニカ米や長粒種も枠内で自由に輸入する
とした場合、これまで加州産米が保持してい
たジャポニカ米のプレミアムは消失するこ
とが予想される. そうなると, カリフォル
ニア米の価格はアーカンソーの長粒種の相
場と同等となると予想される.  

 そこで, 加州産米の相場がアーカンソー
州の長粒種の相場と同レベルの状態を想定
しシミュレーションしたのが表7である. つ
まり, 加州産中粒種として代表される加州
産キャルの相場をアーカンソー産長粒種の
価格同様, モミ 1cwt 当たり 10.50 ドルと想
定した. そうしたところ, 加州産キャルは
精米 10㎏当たり FOB価格が 7.61 ㌦, 加州産
あきたが12.03㌦と計測された. この競争的
価格をもとに, 外国産より品質の高い日本
産米が海外の市場で競争できる日本のFOB価
格を推定してみた. そうしたところ, 日本
の出港地における FOB 価格は玄米 60 ㎏当た

ア州産コシ 加州産キャル 加州産あきた 黒産合江19
海外
(1) FOB価格 $12.35 $11.43 $17.17 $11.25
(2) 海上輸送費 $0.70 $0.50 $0.50 $0.30
(3) 海上保険料  {[(1)+(2)]x0.006} $0.03 $0.03 $0.03 $0.02
(4) 金利  {[(1)+(2)+(3)]x0.012} $0.05 $0.06 $0.06 $0.04
(5) 輸入業者手数料  {[(1)+(2)+(3)]x0.03} $0.14 $0.14 $0.15 $0.10
(6-1) CIF 価格(日本)  {[(1)+(2)+(3)+(4)+(5)]} $13.27 $12.16 $17.91 $11.71
              ------------------------
(6-2) 円建てCIF価格（為替ﾚｰﾄ円/ﾄﾞﾙ）¥120 ¥1,592 ¥1,459 ¥2,149 ¥1,405
(7) 関税, % 0 0 0 0
              ------------------------
国内
(8) 通関手数料 (7,000円/ﾄﾝ) ¥70 ¥70 ¥70 ¥70
(9) 倉庫保管料（600円/ﾄﾝ10日ｘ45日） ¥27 ¥27 ¥27 ¥27
(10) 倉庫渡し価格　{(6-2)+(8)+(9)} ¥1,689 ¥1,556 ¥2,246 ¥1,502
(11)    （玄米60㎏当たり推定価格) ¥9,120 ¥8,401 ¥12,127 ¥8,112
(12) 国内販売手数料（600円/10kg） ¥600 ¥600 ¥600 ¥600
(13) 小売価格  {(10)+(12)} ¥2,289 ¥2,156 ¥2,846 ¥2,102
              ------------------------
(14) 評価価格 ¥2,726 ¥1,922 ¥2,574 ¥2,487
(15) 消費者のメリット  {(14)-(13)} ¥437 ¥-234 ¥-272 ¥384
              ------------------------
(16) 消費者のメリットを０とする関税率 26% -15% -12% 26%

表6  アーカンソー州産コシヒカリ、加州産キャルローズ、加州産あきたこまち、黒龍江省産合江１９号を日本に輸
入した場合　　　の各段階における価格の推定値

(精米10kg当たり、 2015年6月における米国及び中国のジャポニカ米相場を想定)

注）外国産米の評価価格は伊東正一著『世界のジャポニカ米、その現状と生産能力』食糧振興会叢書 No.43,　1994年、
p.164を参考にした。なお、（1）のFOB価格は現在の生産コストを参照し、修正した。また、（14）の評価価格は当時の価格に
対し、日本国内の市場価格が 値下がりしていることを考慮して25％引とした。  

ア州産コシ 加州産キャル 加州産あきた 黒産合江19
海外
(1) FOB価格 $12.35 $7.61 $12.03 $11.25
(2) 海上輸送費 $0.70 $0.50 $0.50 $0.30
(3) 海上保険料  {[(1)+(2)]x0.006} $0.03 $0.03 $0.03 $0.02
(4) 金利  {[(1)+(2)+(3)]x0.012} $0.05 $0.06 $0.06 $0.04
(5) 輸入業者手数料  {[(1)+(2)+(3)]x0.03} $0.14 $0.14 $0.15 $0.10
(6-1) CIF 価格(日本)  {[(1)+(2)+(3)+(4)+(5)]} $13.27 $8.34 $12.76 $11.71
              ------------------------
(6-2) 円建てCIF価格（為替ﾚｰﾄ円/ﾄﾞﾙ）¥120 ¥1,592 ¥1,000 ¥1,531 ¥1,405
(7) 関税, % 0 0 0 0
              ------------------------
国内
(8) 通関手数料 (7,000円/ﾄﾝ) ¥70 ¥70 ¥70 ¥70
(9) 倉庫保管料（600円/ﾄﾝ10日ｘ45日） ¥27 ¥27 ¥27 ¥27
(10) 倉庫渡し価格　{(6-2)+(8)+(9)} ¥1,689 ¥1,097 ¥1,628 ¥1,502
(11)    （玄米60㎏当たり推定価格) ¥8,440 ¥5,246 ¥8,113 ¥7,998
(12) 国内販売手数料（600円/10kg） ¥600 ¥600 ¥600 ¥600
(13) 小売価格  {(10)+(12)} ¥2,289 ¥1,697 ¥2,228 ¥2,102
              ------------------------
(14) 評価価格 ¥2,726 ¥1,922 ¥2,574 ¥2,487
(15) 消費者のメリット  {(14)-(13)} ¥437 ¥225 ¥345 ¥384
              ------------------------
(16) 消費者のメリットを０とする関税率 26% 21% 21% 26%
(17) 消費者のメリットを０

表7.  日本のコメ輸入が完全に自由化され加州産米の価格がア州産長粒種並みに下落した場合のFOB価格と
輸入米の小売価格の推定値
(精米10kg当たり、 コメの完全自由化で加州米相場がア産長粒種と同じレベルに値下がりした相場を想定)

注）外国産米の評価価格は伊東正一著『世界のジャポニカ米、その現状と生産能力』食糧振興会叢書 No.43,　1994年、
p.164を参考にした。なお、（1）のFOB価格は現在の生産コストを参照し、修正した。(11)の算出においては10㎏精米用の袋
代を差し引いている。また、（14）の評価価格は2012年11月から2013年4月に行った官能食味試験の結果を用いた。



り 8,934 円と計測された. 玄米 1 ㎏当たり
148.9 円, 精米 1 ㎏当たりでは 165.4 円とな
る. なお, これは生産地の価格に運搬費な
どの諸経費をプラスしたものである. 但し,
精米コスト, パッキングコストを除く. 
 
II. 日本市場に向けた海外におけるジャ
ポニカ米生産の潜在性 
仮に日本がコメ市場を開放した場合, 安
定的な日本市場への供給が海外にどれほど
あるのであろうか. 日本の現在のコメ輸入
量は 76.7 万トン（玄米換算）であるが, 例
えばこれを数百万㌧に拡大した場合の輸出
国はどのような国々が想定されるのであろ
うか？即座にその量を確保することは不可
能であろうが, 5年から 10年間のタームでみ
ると, 現実味が出てくる. まず, 最も可能
性があるのが中国である.中国では黒龍江省
の三江平原を中心に近年, 急激なコメの増
産が図られ, 日本の生産量の2倍余ほどのジ
ャポニカ米がこの一省で生産されている. 
この全量のコメが日本のコメの品質に匹敵
するわけではないが, すでに高品質のコメ
は 1990 年代から一部で生産されており, 日
本の市場拡大が明確になれば, 日本に向け
た品質の向上を5年前後で実現するものと思
われる.  
また, 米国も日本の市場拡大が確実なも
のになればジャポニカ米の生産はさらに拡
大するであろう. 加州においてもそれは例
外ではない. 加州のコメ生産についてコメ
の適地は残されていない, 水供給も限界, 
という懸念があるが、筆者らが現地を調査し
た中では, 現在の生産地であるサクラメン
トから北に位置するサクラメントバレーで
は確かに土質や水供給の問題から､これまで
の最高作付面積であった 24万 haでほぼ限界
に達しているようだ. しかし, サクラメン
トから南 60km くらいに位置するサクラメン
ト・デルタ地域では, 農地約 25 万 ha が広が
っている. この地域は平たん地で農地が多
くの島で構成されており, 島の周りが天井
川となっている. よって, 水の供給も川か
らサイホン式で取水することが可能であり, 
その水供給量は多い, 州政府も農家に対し
てまだ取水制限は課しておらず, 様子見と
言ったところである. 現在は, コーンやコ
ムギ, 牧草などが主に生産されているが, 
コメも一部で生産されている.  
また, アーカンソー州など, 南部地域と
言われるミシシッピー川流域においてもジ
ャポニカ米の生産が可能だ. この地域では
現在はインディカ米が生産されているが, 
加州のジャポニカ米が農家売り渡し価格に
おいては南部産の長粒種に比べ時には約2倍
の高い価格で取引されている現状は南部の
稲作農家にとっていつまでも看過できるも
のではない. 雨量や気温などの地理条件か
ら見れば, コメの生産はミシシッピー川を
さらに北上して, 米国最北端であるウィス

コンシン州の南部においてさえも可能であ
る. この地域は北緯 44 度くらいに位置する
が, 北緯 48 度付近までコメを生産している
中国の黒龍江省からみても, 同様の生産技
術を導入すればコメ生産が可能なはずであ
る.  
日本からは地球の裏側であるブラジルや
ウルグアイ, アルゼンチンなどもジャポニ
カ米の生産には適地である. 水田約100万ha
が広がるブラジル南部のリオグランデ・ド・
スール州では州立稲作研究所（IRGA）もあり, 
南緯 30度から 35度に位置するこの地方はジ
ャポニカ米生産に適している. また, さら
にその周辺に広がるアルゼンチンやウルグ
アイもジャポニカ米生産に適しており, こ
のような地域で現地の農家が真剣にジャポ
ニカ米の生産に取り組めば, その供給量た
るや, 想像以上のものとなろう.  
適地だからすべてコメを生産するわけで
はない. そこには, 競合作物があり, 農家
はどの作物を生産するのが最も経営的にメ
リットがあるか, ということを判断した上
で, それぞれの作物の作付面積を決定する. 
よって, コメの競合作物であるコーン, ダ
イズ, 綿花､さらにトマト（特にカリフォル
ニア州）などの市場価格の動向を見極めた上
での生産拡大となる. 仮にコメの価格が相
対的に上昇することになれば, 他の作物を
徐々に減少させながらコメの生産を拡大す
ることになる. また, その逆もあり得るこ
とになる.  
幸いにも, 世界では日本食ブームが今も
続いている. 農水省の調べによると, 海外
における日本食レストランの数は 2013 年の
54,700 軒から 2015 年には 88,650 軒へと 62%
増加している. 1990年代初期に日本食ブーム
に火をつけたアメリカを含む北米だけをと
ってみても同期間に25,100件と48%の増加で
ある. 筆者らの調査においても, 米国では
これまでの中国料理店が日本食レストラン
へと“鞍替え”している状況が多く見受けら
れた. 「もう Chinese Restaurant では勝負
できない, Japanese Restaurant でなけれ
ば・・・」, という雰囲気がいまだに米国で
漂っている. 他国に影響力の大きい米国で
今もこのような状況であることは今後も世
界中で日本食ブームが続くということを物
語っている. 
＊＊詳細は: 
伊東正一編著（2015）世界のジャポニカ
米市場と日本産米の競争力, 農林統計
出版, 198p をご覧いただきたい. 
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